
〇協議事項
（1）災害時における避難所生活のルールについて
　　・清潔な衛生環境を維持することが大事になってくるが、インフラが機能していないと水道や電気
　　　が使えず、清潔な衛生環境を維持することが難しい。消毒用のアルコール等を備蓄しておくと
　　　役立つ。
　　・⾧期保存できる乾パンや水などを備蓄しておくのも良いが、普段食べているレトルト食品などを
　　　2日分ほど常にストックしておく方法でも良い。
　　・非常用電源を用意しておく。
　　・持病がある人は薬が手に入らなくなってしまう可能性があるため、日頃から早めに薬をもらうように
　　　習慣づけるべき。なくなりそうになってからもらいに行くのではなく。
　　・いざという時にすぐに伝えられるように、病名や薬の名称などを紙にまとめて渡せるようにしておく。
　　・ハザードマップはいつ作成されたものなのかをしっかりと確認しておくこと。年数が経っている場合、
　　　状況が変わっている可能性あり。最新のものをチェックするように。
　　・避難所生活を送っているとトイレが混んでいる可能性がある。その場合高齢者だと並ぶことも体力
　　　面で大変で、トイレに極力行かないようにするために水分をとらないことがある。脱水症状の危険性
　　　があるため周りの人が様子を確認するように。
　　・夏の場合は、ポータブル扇風機や濡れると冷たくなるタオルなどを活用して暑さ対策をする。
　
（2）その他
　　・インフルエンザとコロナの患者数を比較すると、現状コロナの方が多い。
　　・コロナに感染した孫を世話した結果、高齢者にうつるというパターンあり。
　　・インフルエンザとコロナ共々予防接種をうつように。

　　・次回以降の日程に関して
　　　１０月２２日（木）１３時３０分～
　　　　テーマ:インフルエンザ・コロナ
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